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審査の 結果 の 要旨

氏名 H el e n a S a y u ri Y a m a d a

本研究は ､
日本 に お ける 日系ブラジ ル 人子弟 の精神 お よ び行動 上 の 問題

の
､

リ ス ク 要 因予測変数と の相関を明らか にす る ため ､
C B C L ､

G H Q
-

2 8 ､ C A P S
-

C A

の 質問紙 を用 い て 調査 を行 い ､ 下記 の 結果を得て
い る ｡

1 . C h il d B eh a vi o r C h e ck l i st ( C B C L) 質問紙 で は まず ､ 日本 にお け
る 日 系ブ

ラ ジ ル 人子 弟 の 行動 プ ロ フ ィ
ー

ル を得る た め に 2 つ の コ ン トロ
ー ル 群( 日 本

の 同地域に住む同年齢の 日本人子弟と ､
ブラ ジ ル に住む同年齢 の 日系ブ ラ ジ

ル 人子弟) と平均 ス コ ア を比較 した ｡ 結果と して ､ 目本 に住む 日本 人子弟 の

ス コ ア が全体的に より 低 い こ とが わか っ た ｡

2 . 在日 日 系ブラ ジ ル 人 子弟の精神及 び行動 上 の 問題 に か か るリ
ス ク 要 因予 測

変数と して は ､ ｢ 人 口 統計学的デ
ー タ｣ ､ ｢ 心 的外傷｣ ､ ｢ 親 の 精神状態｣ で 有

意な相関が 見られ た｡

3 . 人 口 統計学的に は 日本 に短 期間 (1 2 - 6 0 ケ 月) 滞在 して い る 日系ブ ラ ジ
ル

人 子弟に より 問題 行動 が 見 られた ､ 特に C B C L の 総得点お よび外 向的 尺度

に有意差が見られた｡ また ､ 公 立 日本 人学校に 通 っ て い ない 日系ブラ ジ
ル 人

に外 向的な行動 が見 られ た ｡

4 . 心 的外傷と精神的健康と の相関は G H Q
-

2 8 で 示 され た･｡ 心 的外傷 の 体験が

あり ､ それがブ ラ ジ ル お よ び 日本の 両国で 起 こ っ た者 ､ また多数お よ び 重度

の 心的外傷を受けた 日系ブ ラ ジ ル 人子弟にお い て ､ 精神衛生状態 に問題 が 見

られた ｡



5 . 日系 ブ ラ ジ ル 人 の 親 の 健康状態が 子 供 の 精神衛生 と相 関が あ る こ とも理解

され た c しば しば不安と不眠 に悩 む親 に ､ 社会的障害を持 つ 子 弟 が 見 られ た ｡

6 . 階層的変数選択 に よ る 4 段 階回帰分析に お い て ､ 最後 の ス テ ッ プ で独 立変数

｢ 日本 で の 滞在 - 短期｣ ( 1 2 ケ月 - 6 0 ケ月) を加 える と ､ 人 口 統計学的に

日系ブ ラ ジ ル 人子弟 の 墓相関係数の増加が見られた ｡

以 上 ､ 本論 文 は 日本 にお け る 日系ブ ラ ジ ル 人子 弟の 精神衛生上 の 問題 を明ら

か に し ､ 人 口 統計学的リ ス ク 要因 を確認 した ｡ 在 日 日系 ブラ ジ ル 人 を含む 日 本

の 外 国人 口 は 今後 とも増加 の 勢い に あ る ｡ 彼 ら新来移住者が親子 の 人間関係 を

円 滑 に保 て る よ う ､ また 良好な居住労働環境 に あ っ て ､ 来 日後速や か に 日本文

化 理解を進 め られ る よ う､ き め細か な受け入れ政策の 緊要性 が 示唆された ｡




